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rats: SHR）の生成(1963. j,1J1,: • J'J:;j；：）以J、10q.，京
大病理学教室での想像を絶する努力が報いられて，誌
に脳卒中易発症ラット（stroke-proneSHR : SHRSP J 
の成立をみるに至った〔1973：岡本・ j、仏：・永岡
















となった．すなわち，（1)recurrent branching (2) 
hypo、百cularity(3) boundary zoneである． これら
の3つの organic weak points ば functional lこ




































































/1 J Jζて，とれが脳脊髄液1,:'qJ,ilであるζとをド院i:＼~ . 
f↓lζて指摘され，、＇ I料転朴となった．更に Tes-Tape
によるブドウ州呈色反応，面1;.,..腔断！併による後飾骨制
の clouding,Yb Cisternography による鼻腔内への
Isotapeの leakageの証明等によって，：令断を批定した．













る． 芥 Colemanand Trolandの云う「特発性」と児
なる点（土上記1i 2•3 の己主に於てであり，むしろ， ζの
もi例は Omma yaの捉旧する分類表の中の Congenital
anomalyにうまく適合するはである．特に，十，l,i例を
~＼，＼＇J て. l竹L 西川の報告で冷計3例にしかならない
本邦症例の中で西川らの症例においても，我々と同級
にl奥村l経をlit（認出来なかったという点は，前者が中脳
＊道関東Jこ i~fJt- したものである ζ とを考慮 IC 入れれ









例3例に throm benda rterectomyを施行した．出I例


















然J'JltP~〔と， ＇＂＇・語陣弁を 1、した．， 乙れは初＂＇； l'j，触










alobar holoprosencephaly 1 WLl, alobar holopros-
encephalyと diencephaliccystの合併例 1例，及び
diencephalic cyst 1例， 計3例の血管’FJ.像の切出を
行った．
holoprosencephaly 2例は共に 1,f;：の azygosan-
terior cerebral arteryが異常な蛇行をぶしながら脳表
：こそって走っていた．乙のはJこ特 ｛fな走行を示す













diencephalic cyst症例では，当然 corpuscallosum 
を欠いているが，単純な agenesisof corpus cullosum 

























































が認められ， ζれは血栓化促進！こ動脈癌 sac 内での
血流速度の減少が関係している事を示している．約2
274 日・外・主 :',i'¥4 {k :J¥ 3号 （昭和50"1-'5月）
年后の fllow-upCAGでは，右中大脳動脈婚はi.!':;(3 












l 必：呼吸ド仕方， E主筆， H厄吐．
現病歴： .'.ti免51時間目より Chyne-Stocks呼吸とチ




















止しf1;i伶 5fl 自に死亡した．剖 l ~tIζより左前liJ'i'R；と後
引筆活小脳下函の・li3!1英下血IJ置をl証明した．
なお昭民!33年から-J7{j＇までに本学病理’＂？教室で；＇il)f{i'.




北野病院 J悩 ~ l' rf iト干！
~＇.j地 11,' , ji主 ． 古瀬清次， i::_ ,1；~fi＇明白、




必須の／，）：九六であると とからも j行妨にJ'I＇.解できる ．
孜 は々股動脈より Seldinger 法で王国髄より股髄ま
での血管撮影を行っている．カテテ ールは Cookの






には脊髄動静脈＇~〕引 10 人、 ？？制伯r;;1；，；γI ,: 4人，脊髄腫

















































































































































































































術中施行した fluorescein angiography にも異常を 四肢の麻療や眼球運動は悪化したものが20～30%1とみ
認めなかった．即ち直下の脳lと損傷がなければ長期且 られた．他覚的所見では，瞳孔の異常と吸畷反射の出
つ強度の骨による圧迫も無害である ζとを示唆してい 現率がやや高くなり，一方錐休日在徴候は減少してい
たが，一方，陥凹骨折の症例では，脳損傷がある場 た．脳波所見と臨床状態の変化とは一致しないものが
合，軽度の骨折でも，やはり直下の脳機能を障害する 多かったが，植物状態を脱却した 2例では，脳波所見
乙との所見が得られている． はかなり良好であった． 1年前の栄養状態の程度を死
以上より私共は現在，挙上整復をみあわせるものと 亡率とは平行関係を有し，食餌摂取の方法では胃痩に
して，①陥凹骨直下lと「脳の損傷なし」と思われ（こ よるものが最も死亡率が低かった．治療ではL-DOPA
の判定がむつかししつ，②陥凹のf'iI芝が5皿以下で， の有効であったものが2例あったが，その他の冶療は
③かっ，運動野を離れた部位の骨折という三条件を設 殆んど奏効していない．
定した結果の follow-upを行っている． ζの場合②項
は5m皿以上では局所の髄液循環障害等の影響が生じる
と一応考えるからであって，受傷時5mm以上の骨折が
あれば脳損傷を生じるとの意味ではない．なお，乳幼
時においては別の条件を考慮する必要があるかもしれ
ない．
21.植物状態人聞の疫学的研究（続報）
山口大学脳神経外科O東健一郎
晩年の報告に引続き，中国・四国・九州地区におけ
る植物状態患者の 1年後の追跡調査を行なったので，
その成績を報告すれ．
昨年調査した 130名の患者について本年6月lζ再び
アンケート調査を行ない，生存者については実地に赴
いて患者を診察した上で，昨年の状態と比較検討し
た．本年6月30日現在における生存者は78名で， 52名
(40%）の患者が既lと死亡していた．死因は気道感染
などの合併症が半数以上で，自然、の経過による衰弱死
や心不全は23%にすぎなかった 原因別の死亡率は，
